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第1章 は じめ に
多 くの画家達 は物理 的 には平 面で ある絵 画 で空 間を表
現す るため に、何 世紀 に もわたって試行錯 誤 を重ね て き
た。彼 らの努力の跡は主に美術史や美学の立場か ら研究
され て きたが、 美術教 育や制作 で役立 て るために は、絵
画の空 間表現 の多様 なあ り方 とそれ らの相互 関係 を制作
学的視 点か ら研 究す る ことが必 要 となる。筆者 は従来 の
研究で、絵画における空間表現の技法 を認知心理学の研
究成果 に基づ いて類型化 して きた。本稿 はそれ を踏 まえ
て、 と くに美術 史や美 学の研究 が積 み重ね られて きた近
代西洋絵画を取 り上げ、い くつかの代表的作品の事例 を
分析す るこ とで、空 間表現 の さまざまな方法 が相互 に ど
のよ うに連 関 して きたか を考察 す る。 その際絵 画が表 す
内容 で はな く表現技術 の側面 に集 中す るた めに、代表 的
な題材 で ある 「受胎告 知」 を表現す る作 品 を選 び、空 間
表現 の方法 とい う点 か ら比較検 討す る。
第2章 片眼網膜像の空間的手がか り
と西洋絵画 における空 間表現
本稿 に先立 ってす で に筆者 が考察 して きた ように、遠
近法 が発達 した西洋 近代絵画 は「窓」 を通 してみ える風
景の ように画 面 を構 成 して きた。 その方法 は心理学 的 に
は、 片眼網膜像 におけ る空 間的手 がか りを利 用 してい る
と考 え られる。以前 の論文 で は、現代 の視 覚心理学 の成
果に基 づ き、片眼網 膜像か ら得 られ る視覚情 報 に よって
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遠近 を知覚 す る手 がか りとして 8項 目を取 り上 げた 。
第 1に、 まず 「像 の ボケ」 が挙 げ られ る。対象 を見 る
と き注 意 して 焦 点 を 合 わせ た と こ ろ は くっ き り と見 え る
が、それ以外 はボケて見 え る。 この ようなボケ は距 離知
覚の手が か りになる。 もちろ ん像 の ボケを規準 に して対
象相 互 の奥 行 きを正確 に判 断す る ことはで きない。例 え
ば視野の真ん中の木に焦点が合って他の木々がボケてい
る場合、 それ ぞれの木 々の位置 関係 を推測 す る ことは容
易で はない。
第 2の手が か りと して 「運動視 差」 があ る。 わた した
ちが動 く電車 の中か ら景色 を眺 め ると、 景色 は体 の移動
方向 とは逆方 向へ 動 く。 しか も手前 の もの は速 く奥の も
のほ ど遅 く移動 す る。 この よ うにわた したちが移動す る
とき、見 て いる対象 相 互 の位 置 も一 定の 方向 に移動 し、
その対象の速度や方向によって対象の相互の位置関係 を
判断 で きる。 しか しこの方法 を利用 す るために は映 画の
ような時 間 的に変化 す る平 面で な けれ ばな らない ので 、
静止平 面で ある絵画 では見 られ ない。
第 3は 「大 きさ」 であ る。見 る者 にあ らか じめ対象 の
大きさにつ いての概念 があ れば、大 きさを比 較す る こと
によ り前後 関係 、距離 関係、位 置 関係 が わか る。 同一種
類の対象 で あれ ば大 きけれ ば手前 に、小 さけれ ば奥 にあ
る。これは西洋近代絵画に限らず、静止平面での表現で
普遍 的 に用 い られ る。
第 4は「相対 的位 置 と重 な り」で あ る。網膜 上で の対 象
の位置 関係 か ら、視 対象 の前後 関係 を知 る こ とがで きる。
手前の対象は下に、奥の対象 は上に位置するのが一般的
である。 また複数 の対 象 の重 な りを手が か りに対象 の前
後関係 が判 断で きる。これ も西洋 、東 洋 を問わず、ほ とん
どあ らゆ る絵 画作 品に見 られ る空 間表現 の方法 であ る。
第 5は線状透視 と大気透視である。片眼視による視覚
印象は、西洋の近代絵画の空間表現の基礎 となった線遠
近法 で表現 され る空間表現 と類似 して いる。 ルネサ ンス
の画 家た ちが光学理 論や幾何 学や カメラ・ オ プスキ ュラ
を用 いて、 窓か ら見 た よ うな空 間 を表現 す る方法 を理解
し、 それ を実際 に制作 に生 かす ため に 目を鍛 え、 腕 を磨
いた こ とは広 く知 られ てい る。線状 透視 とは、奥 に進 む
平行 線が一 点 に収 束す る とい う ことで あ り、 これ を駆使
する こ とに よ り奥 行 きや 立体 を容 易 に表現 で きる。大気
透視 は、遠 くにある対象 の輪郭 は不鮮 明に、近 くにある
対象 の輪郭 は鮮 明に感 じる こ とを奥行 きの手が か りとし
て応 用す る方法 であ る。 また、遠 近 に よる色彩 の変化 も
これ に加 え る場合 もあ る。通常 「遠近法 」 と呼 ぶ と きに
はこれ らが念頭 に置か れてい る。
第 6は 「肌 理 の密 度勾 配 」 で あ る。 これ はジ ュ イム
ズ・ J・ ギ ブ ソンが提 唱 した理論 の ひ とつ であ る。 複 数
の面が異 な る位 置 にある場 合、 面か ら達 す る光 学的 な投
影は眼 か ら遠 い面ほ ど肌 理の勾 配密度 が大 きくな る。 こ
の手が か りを使 って奥行 きを表 現す る ことが で きる。例
えば ルネサ ンスの室 内を措い た絵 画 で よ く見 られ る床 の
描写で は、手前 の タイルの肌理 の密度 は高 く、 奥の タイ
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ルの肌 理 の密 度 は低 く措 くこ とによ り奥行 きが表現 され
てい る 。
第 7は「光 と陰影」 であ る。平面上 に措 いた円 に陰 を
つけ る と立 体 的 な球 に 変 化 し、 さ らに 影 を措 くこ とに よ
りそ の 球 が 空 中 に 浮 か ん だ よ う に 感 じ る こ と もで き る。
この よ う に光 と陰 影 を 巧 み に用 い る こ と に よ り、 2次 元
であ る平 面上 に 3次元 で ある空 間 を創 る ことがで きる。
陰影 によ る肉付 けは古代 ローマ の絵 画 に も見 られ るが、
この方 法 は とくに近代 西洋絵 画で発達 して きた。
第 8は 「不均 斉性」 であ る。立方体 を見 る とき、 目の
前に一 面だ けが見 える ように配置す る と、 わた したちは
それ が立方体 であ る とは思 わない。 しか し少 し視点 をず
らして斜 め 上 か ら僻 撤 す る よ う に置 く と立 方 体 で あ る と
判断す る。 この ように対 象物 を位置 や角度 を工 夫 し、 立
体感 が出 るよ うに配置 す るこ とは、奥 行 きを把 握す るた
めの手 がか りとして有用 で ある。 これは近代西 洋絵画 だ
けでな く比較 的普遍 的に見 られ る方法 であ る。
第3章 遠近法 と空 間情報の伝達
1． ミメ ー シス とイ リ ュー ジ ョンの対 立 とそ の解 決
前章での考察か ら、片眼網膜像にかかわる空間表現に
は上記 の 8種類 があ る と考 え られ る。 本章以後 は これ ら
を使 い、西洋絵 画 におけ る重要 な主題 であ り、 多 くの画
家が措 き続 けて きた 「受 胎 告知 」 を措 い た 中世 か ら19
世紀 までの作 品 6点 を事例 として取 り上 げ、それぞれの空
間表現 の方法が どの ように利用 されているか を比較す る。
かつ てE．H．ゴ ンブ リッチ は、 近代西 洋絵画 の空 間表現
が、従 来か ら絵 画の役 目だ った空 間情 報の伝達 と しての
「ミメー シス」 と、古 代 ギ リシ ャの舞台 装置 な どで使 わ
れた、 平面上 に立体 的な空 間が見 える ようにす る「だ ま
し絵 」 と し て の 「イ リュ ー ジ ョ ン」 が 結 びつ く こ と に よ
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って 成 立 した と論 じた 。 そ うで あ る とす れ ば 、 この ミ
メー シ ス と イ リ ュー ジ ョン の 間 に は以 下 の 対 立 関 係 が 存
在してい る と考 え られる。近代 西洋絵 画の線遠 近法 や後
述す る明暗法 は、特定 の視点 か ら統一 した空 間 を表現 す
るよ うに平面 を構成す る。そ のため 第 1に、必 要 な空 間
情報 を伝 達す る こ とが難 しくな る場合 があ る。 古代 エ ジ
プト絵 画 はキュ ビズ ムの よ うに、顔や 目や胴体 や手足 な
どの人間の各 部分 を、 複合 的な視 点 を合 成す るかの よう
に措 く厳格 な様 式 に従 って いる。そ れは描 き出 さなけれ
ばな らない人 間の 「形 」 を完全 に伝 える こ とが画家 の 目
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的だったか らだ といわれ てい る。 これ に対 して近代 西洋
絵画 は、 フ アン・ アイ クや ベ ラス ケスの鏡 を用 いて描い
ている画家 や注文主 を写 した例外 的な表現 をのぞ き、視
点を固定 して空 間を構成す るため に、隠れている部分 を表
現す る方法 を持 たない。 自由に視点 を合 成で きる古代エ ジ
プ ト絵 画や東洋絵画 と異 な り、近代西洋絵 画では必要 な空
間的情報 を伝達す るこ とが時 として困難になるのである。
これ とは反対 の 問題 もある。東洋絵 画 と異 な り、 第 2
に近代 西洋絵 画で は線 遠近法 と明暗 法 によって統一 的 な
空間を構 成す るた め、不必要 な空 間情 報 を措 きこ まな け
ればな らない。例 えば頂相 は禅 宗 の祖 師 を措 い て、 中国
絵画 の写実 的な人物 表現 の典 型 となって いる。そ こで は
措か れ る人 間の姿が 空間的 な奥行 きも含め て立体 的に表
現され、画家の優 れた描写力 を示 しているが、祖師が座
っている椅子の下の地面や、背後の風景などが写実的に
描か れ るこ とは ない。それ らは人物 の姿や 人柄 を正確 に
うつ し出す とい う絵 画 の 目的 とは 関係 が な い か らで あ る 。
統 一 的 空 間 を構 成 す る近代 西 洋絵 画 で は、 た とえ ば
「 キ リス トの裸 刑 」の よ う な 、宗 教 の 始 祖 を措 くと い う重
大な宗教 的 目的 を持 って いる場 合 で も、屋外 で行 われた
傑刑 の観 察者 か らキ リス トの十 字架 まで の 問の地 面や 、
背後 の風 景 を描 き出す 必要が あ る。 それ らは宗教 的に は
重要 では ない情 報 であ り、細 部 にわた った それ らの描 写
は、本 来の 目的で ある教 祖 キ リス トを際立 たせ るため に
はむ しろ障害 ともなる と思 われ る。 だがそ れ らは、 平面
上にあたか も現 実 の空 間が あるか の ように表現 す る 「イ
リュー ジ ョン」 を成立 させ るため には不可欠 な描写 なの
であ る。
これ らの 問題が、伝 統的 な絵 画 の役 割 だった 「 ミメー
シス」 と、遠 近法 の導 入 に よって可 能 になった 「イ リュ
ージ ョン」 を両立 させ るために解決 しな ければ な らない
課題 とな ったはずで あ り、近代 西洋絵 画で はその ため に
さまざ まな技 法的工夫 が凝 らされ た と考 え られ る。
2．ルネサ ンス絵画の体系 的空 間表現
本稿 で取 り上げ る受胎 告知 とは、 キ リス ト教 の新約 聖
書に記 載 されてい るエ ピソー ドで ある。そ れは ルカに よ
る福音書の第 1章26節 －38節に具体的に記述 されてい
る。受胎 告知 は処女 マ リアが 天使 ガブ リエ ルか ら、 聖霊
に よ りイ エ ス を身 ご も る こ と を告 げ られ 、 マ リ アが そ れ
を承諾 す るこ とを告 げ るキ リス ト教 におい て最 も重 要 な
場面 のひ とつ であ る。 この大切 な出来事 を絵 画で表 現す
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るために多 くの画家 がア イデア と技法 を駆使 し、そ の出
来事 の深 遠 な内容 を伝 えよ うと努 めた。次 に検 討 してい
く作 品 はいず れ も代 表的 な作 品で あ り、制作 当時 の最 高
水準の表現方法、技法を提示 している。
作品の検討
●［作 品 1］ シモ ネ・ マ ルテ ィー ニ ≪受胎告 知≫板 テ
ンペ ラ、 265×365cm 、 1333年 、 ウ フ ィ ツ イ 美 術 館 、 フ
ィレ ン ツ ェ （図 1）
（ 図 1）
（ 彰像 のボケ
ない。マ リア、天使 の顔、手 、衣装 まで とて も丁寧 に
措か れてい る。マ リアが座 ってい る椅 子 には繊 細 な象 飲
細工 が施 されてお り、 天使が ひ ざまず く床 には複雑 な模
様の石 が敷 き詰め られてい る。花瓶 やゆ り、 そ して天使
が手 に して いるオ リーブの枝 の表情 まで豊 かに、そ して
明瞭 に措か れてい る。
②運動視差
ない。
（ 彰大 き さ
マ リア と天使 は同 じ大 きさで措 かれて いるため、 二人
は画 面手 前 か ら同 じ距 離 に位 置 して い る よ うに思 われ
る 。 画 面 中 央 の ゆ りと オ リー ブ の枝 を比 較 す る と、 大 き
さ の 差 異 が あ ま りみ ら れ ず 、 そ こ だ け に注 目す る と ど ち
らが手前 で どち らが奥 にあ るのか判断 で きない。椅 子 の
象軟細工 をみ る と、右肘 を置 く肘掛 の装飾 と、左肘 を置
く肘掛 の装飾 の幅 は全 く同 じ大 きさで あ り、奥 にあ る右
肘掛 の丸 い装飾 の直径 と手前 にあ る左肘掛 の丸 い装飾 も
同 じ大 き さで あ る 。
④相対 的位置 と重 な り
手前 の もの は下 に、奥 の もの は上 に とい う相対 的位 置
を示 して いる。 この絵 の モチー フは比較 的少 ない。 マ リ
アに注 目 してみ てい く。マ リアの姿 勢 は不 安定 な感 じを
受けるが とて も魅力 的で ある。左半 分 に体 重 を掛 け、体
を左 にね じった ポーズ を とって いるか らであ る。左 手 と
本の位 置 関係 は本 の前 に左 手が あ り、親指 を本 の間 には
さん で い る 。 そ れ は 重 な り を確 認 す る こ とに よ り理 解 で
きる。 また、本が左 肘掛 の手前 か ら斜 め奥 に置 かれて い
ることが肘掛 の 円形の装飾 の様子 か ら判 断で きる。左手
の真 にまわ る衣装 の縁 と手の重 な りか ら、左 手 がその縁
より手 前 に あ る こ とが わ か るが 、 本 と そ の 縁 に は 重 な り
がない ため、位置 関係が 明確 では ない。
⑤線状透視 と大気透視
線 状透視 は使 われて いない。背 景 は金色 に埋 め尽 くさ
れ大気透視 は用 い られ てい ない。
（ 釘肌理の密度勾配
一律 の調子 で措か れてお り、肌理 の変化 がみ られない。
（ 丑光 と陰影
衣装の襲、手、顔、花瓶、椅子、ゆ りの花、本のペー
ジ、天使 の羽 な どに抑 えた 陰が使 われてい る。花瓶 や椅
子の 陰か ら左上 か ら光 が差 してい る ように も考 え られ る
が、影 が全 く措 かれ てい ないため、 明確 には光の方 向 を
判断す るこ とがで きない。 またマ リアや天使 の陰影 の方
法は、 日本画 にお ける隈取 に近い表現 になってい る。
（ 参不均斉性
マ リアと天使 は奥行 きを表 現す るため に斜 め の姿 勢 を
とってい る。 また マ リアが座 っている椅子 も真横 の アン
グルで はな く斜 め か ら描 かれて いる。
●［作 品 2］ レオナル ド・ ダ・ ヴ インチ ≪受胎告 知≫板
油彩 、 104×217cm 、 1472－1475年 頃 、 ウ フ ィ ツ イ美 術
館、 フ ィ レ ン ツ ェ （図 2）
（ 図 2）
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3ジ ャ ッ ク ・ ワ ッサ ー マ ン に よ れ ば こ の 作 品 は レオ ナ
ル ド・ ダ ・ ヴ イ ンチ ー 人 が 描 い た の で は な く、 ダ ・ ヴ イ
ンチ 以外 に複 数 の画家 の手 が加 わ っ て い る ようで あ る
が、歴史上 重要 な作 品 であるのみ な らず、 現在 も多 くの
人々の心 を掴 む作 品で ある ことは事 実 であ る。現状 の作
品につい て考察 してい く。
①像のボケ
ない。
（ 多運動視差
ない。
⑨大 きさ
中景 に措 かれ てい る木 々 と遠景 に措か れてい る木 々 を
比較 す る と、明 らか に遠 景の方 が小 さ く表現 されてい る。
また地面 に広 が ってい る草花 、建物 も奥 に位 置す る もの
ほ ど小 さ く描 かれ てい る。
（ 彰相対 的位置 と重 な り
相対 的位置 による奥行 き表現 を行 って いる。マ リア と
説教壇 、マ リア と建物 、天使 と欄干、欄 干 と中景 に広 が
る風 景、 中景 の木 々 と遠景 の山 々、全 ての ものが計算 さ
れ奥行 きが で るよ うに重 ね られて いる。
（ 罫線状透視 と大気透視
建物 の ブロ ックの線 、床 の タイル、 説教壇 にぶつ かっ
ている床の線 、画面 中央 を左右 に横 断 して いる欄干 の緑
の線 な どを検 証す る と、 中央 の遠景 にむす ぶ線状透視 を
駆使 して画面 が構 成 され ている こ とがわか る。また近景、
中景、遠景 を比較 す る と画 面奥 に行 くほ ど青みが かか り、
大気透視 が用 い られ てい る。
⑥肌理の密度勾配
建物 の ブロ ック、地 面 に生 えてい る草 花、床 の ブロ ッ
ク とみ て み る と、奥 に行 くほ ど密 集 度 が高 くな って い
る。
⑦光 と陰影
この作 品で は、光が斜 め左上 か ら降 り注 いでい るこ と
がわかる。そ れは建物 、マ リア、天使 、説教壇 、 山に措
かれ て い る 陰 の た め で あ る。さ らに注 目す る べ きこ と は、
この作 品 で は、 す で に検 討 した シモ ネ・ マ ル テ ィー ー
≪受胎 告知≫ と違 って影が使 われて いる点で あ る。説教
壇が静 か に床 に影 を落 としてマ リアの膝 下の衣 装 に溶 け
てお り、マ リアの影 は後 ろの建 築の壁 にあ る。 天使 も草
花が生 えて いる地面 に影 を落 として いる。
⑧不均斉性
建築 は奥行 きを出す ため に線状 透視 と相 まって斜 めか
ら措か れてい る。 マ リア も陰 を用 いて立体 感 を出 しやす
いポー ズを とってい る。 また天使 や細部 の装飾 まで丁寧
に措かれた説教壇、欄干 もわずかであるが、側面が見え
るよ う に工 夫 さ れ て い る 。
問題点 として はマ リアの後 ろの壁 の構造 の暖 昧 さ、 マ
リアの下 の床 と欄 干 との接 線の状 況、欄 干が接地 す る帯
状に左 か ら右 へ描 かれ た地 面 と欄 干の奥 の地面 との関係
の不 明瞭 さが気 にな る。 また右端 に立 ってい る松 と建築
の壁 と思 われ る部分 との、敢 えて奥 行 きを否定す る この
ような処理 の仕方 に も違和 感 を覚 え る。
作品の検討結果
［作 品 1］、 ［作 品 2］ いずれ も遠 近法 の手が か りと し
て①像 の ボケ も（多運 動視差 も利用 されて いない。
（彰大 きさにつ いては ［作 品 1］で は使 われ てい ないが、
［作 品 2］ で は意識 して効 果 的に用 い られて いる。
④相 対的位 置 と重 な りについ ては ［作 品 1］、［作 品 2］
いずれ に も用 い られ てい るが、 ［作 品 1］ に は本 と左 手
の衣 の緑 な どの重 な りに暖 昧 さが残 り、 ［作 品 2］ と比
較す る と重 な りに よる奥行 き表現 をすみず み まで意識 し
てい な い よ うに 思 え る 。
（9線状透視 と大気透視については、［作品 1］では線
状透 視 も大気 透視 も ともに用 い られて いな いが、 ［作 品
2］ では両方用 い られて いる。
（釘肌理の密度勾配は ［作品 1］では使われていないが、
［作 品 2］ で使 われて いる。
（分光 と陰影 は ［作 品 1］ で は陰 は用 い られてい るが 、
影は使用 されて いな い。 ［作 品 2］ で は陰 と影 が使 われ
てい る 。
⑧不均斉性は ［作品 1］、［作品 2］いずれの作品にも
使われてい る。
以 上、 中世 の ［作 品 1］、 ル ネサ ンスの ［作 品 2］ を
比較検 討 したが、（彰大 きさ、④ 相対 的位置 と重 な り、⑧
不均斉性 は両作 品 において使 われ ていた。 これ らは東 洋
絵画 に もみ られ る、普 遍的 な空間表現 の方法 であ る。 さ
らにルネサ ンス期の代 表作 のひ とつ であ る ［作 品 2］ で
は（9線状 透視 と大気透視 、⑦ 光 と陰影 とい う、遠近法 お
よび明暗法が多 少の破綻 を見せ つつ も体 系 的に使用 され
てい る。 また⑥ 肌理 の密度勾 配 も、空 間の奥行 きを表現
するため に重要 な役割 を果 た してい る。 この点 にルネサ
ンス期 の特徴 を見 るこ とが で きるが、注 目すべ きなのは
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これ らの新 しい空 間表現法が⑨ 、④、⑧ とい う従来 の方
法と巧 み に組 み合 わ され て利用 され てい る こ とで あ る。
ダ・ ヴ インチ は新 旧の さまざ まな技法 を組 み合 わせ る こ
とに よ り、複雑 な奥行 き表現 を実現 して いる。 ダ・ヴ イ
ンチ に とっては受胎告 知の 内容の伝達 と同様 に、奥行 き
のあ る空 間 の表現 も重 要 なテ ーマ だっ た こ とが伺 え る。
それに対 してマ ルテ ィーニは、受胎 告知 にかか わる必要
不可 欠 な空 間情報 の伝 達 を行 い なが ら、画力 の 中心 をこ
の物語 の説 明 に注 いでい る。 この点 か ら考 え る時、 ル ネ
サンス に お け る ゴ ン ブ リ ッチ の 言 う 「イ リ ュ ー ジ ョ ン」
とは、 まず 静止平面 上 に深 い奥行 きの空 間の錯視 を実現
する こ とにあ った と思 える。 これが受胎告 知 とい う本来
の主 題 と と も に、 画 家 の 表 現 目的 と な っ て い る と も考 え
られ る。
第4章 光 と影の遠近法
線遠近法 と並んで近代西洋絵画の空間表現の中心を担
って きた のは明暗法 （キ アロス クーロ）で ある。古代 ロ
ーマ に も見 られ る線遠 近法 と異 な り、 い くつ かの光源 か
らの光 と陰、 影 によって統一 した空 間 を構成 す る明 暗法
は、近代西洋絵画の空間表現の際立った特徴だ と言える。
線遠近 法が線状 透視 とい う視 覚の空 間的手が か りの一つ
に直接 に依拠 し、そ れ を光学 や幾何 学 によって精密化 し
た技法 で あるの に対 して、平 面 におけ る視覚 の空 間的手
がか りと して見た場合 、明 暗法 には以下 の複 数の根拠 が
ある。第 2章で挙 げた項 目に従 えば、そ れに は
⑤大気透視
⑥肌理の密度勾配
（ む光 と陰影
の3点が あ る。
この うち大 気透視 につ いて は、 ダ・ ヴイ ンチの空気 遠近
法として知 られ てい るので解説 の必要 はない だろ う。肌
理の密度勾 配 につ いて は、た とえば近景 か ら遠 景 まで を
明暗 のグ ラデ ー シ ョンに よって表現す る ような場 合が考
えられる。光 と陰影 は古代 ローマか ら肉付 け法 として知
られ、活用されてきたが、西洋近代絵画ではそれが体系
的に用 い られ てい る。
明暗法 には これ らに加 えて、第 4に、明暗 の対比 に よ
って遠 近感 を強調す る方法 も含 まれてい る。 それ は特 に
バロ ック時代 に多用 され た。 これ は 「心理 的遠近法」 と
呼ばれ るこ とがあ るが、そ れは 「図 と地」 の関係 の検 出
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とい う、基礎 的 な認 知の仕組 み に根拠 が ある。絵画 空 間
の特定 の場面 を明 る く照 らし出 し、他 の部分 を暗 くすれ
ば、 明 るい部 分が 「図」 として、暗 い部分 が 「地」 と し
て知 覚 され、明 るい部分 に意識が集 中す る と同時 に、両
者の対 比か ら「図」の部 分が空 間的 に浮 き出 して見 える。
この方法 は、遠近 を強調す る と同時 に、 さ まざまなモチ
ーフ を書 き込 まなけれ ばな らない近代西洋絵 画 の複 雑 な
統一 的空 間の 中で、絵画 の主題 を示 す 中心 的 なモチー フ
を強調す る とい う、二つ の効果 を持 っていて極 めて有益
であ る。
これ ら 4点 の異 な った仕 組み が通常 「明暗法」 と して
一括 されてい るのは、西 洋近代 の画家 たちの制作 方法 に
よると考 え られる。線描 に よる下絵 を措 き、 それ を画面
に写 して 「本画」 を制作 す る 日本 画家 と違い、彼 らは表
現すべ き空 間を照 ら してい る光 源 を意 識 し、線 やチ ャコ
ール な ど に よ る 濃 淡 の み に よ る 明 暗 の グ ラ デ ー シ ョ ンで
完全 な画面 を下 絵 と して措 き、 その上 に着色 す る形 で絵
画を描 いた。 直接 絵 の具 をキ ャンバ スに置 いた ゴヤや コ
ンス タブル以前 の この制作方 法で は、前述 の 4点 の明暗
の手が か りが 総合 的、 同時 的に用 い られ る。 その ため画
家たち には 「明暗法」 とい う一つ の技 法 と意 識 された と
考え られ る だ ろ う。
作品の検討
●［作 品 3］ パ オロ・ ヴュ ロネーゼ ≪受胎 告知≫ カンヴ
ァス 油 彩 、 193×291cm 、 1555年 頃 、 ウ フ ィ ツ イ美 術
館、 フ ィ レ ン ツ ェ （図 3）
（ 図 3）
（ 彰像 のボケ
ない。
②運動視差
ない。
（彰大 き さ
手 前両端 に措か れてい るマ リア と天使 はテーマ上 長重
要 モ チ ー フ で あ る こ と を示 す か の よ う に大 き く配 置 され
て い る 。 手 前 の も の は 大 き く、 奥 に行 くに従 い 小 さ く措
か れてい る。 と くに天使 は縦 の幅 とほぼ 同サイズ の高 さ
で、地 か ら天へ とそ び えるよ うに立 ってい る。建築 を支
える柱 は奥 に行 くほ ど、規則 に従い小 さ く表現 されてい
る。 中央 の アーチの 門の奥 に繋 が る並 木 は徐 々 に小 さ く
措か れてい る。
④相対 的位置 と重 な り
この作 品 は重 な りに も工夫が見 られ、各 モ チー フの位
置 に暖 昧 さを残 さない ような工 夫の跡が見 て取 れ る。例
えば、 天使 の位置 につ いて検討 してみ る と、画面 の縦 の
幅い っぱい にま さに今天 か ら舞 い降 りたかの よ うな不安
定だが動 きの あるポー ズ を採 る天使 は、 手前の右 端 と次
の柱 の 問に措か れてい るが、衣装 の一部、 翼、 ゆ りの花
び らが欠 けてい る ことか ら最前列 の柱 の列 とそ の次の柱
の列 の 間に位置 してい るこ とが わか る。 マ リアの位 置 に
ついて検討 してみ る と、 マ リアが脆 いて いる説教壇 と柱
の重 な り具合 か らマ リアの前 に説教壇 が あ り、そ の壇 の
前に柱 が ある ことにな り、 マ リアは最前列 の柱 の列 の右
から 2つめ の柱 の後 ろ に位置 す る。
⑤線状透視 と大気透視
線状 透視 を駆 使 して措か れてい る。 アー チの向 こ うに
広がる空に消失点を置いた一点消失の線状透視 を用いて
空間が措 か れてい る。 グ リ ッ ドで あ らか じめ空 間 を決 定
して 、 この 中 に モ チ ー フ を置 い て い く とい う典 型 的 な 方
法を採 用 し て い る 。 た だ マ リ ア に 注 目 した と き、 少 し位
置を把 握 す るの に不 安定 な感 じが す るの も事 実 で ある。
最前列 の柱 の接 地線が措 かれ ていず、 さらにマ リアの衣
装の裾 の端 まで措 かれ てい ないため、④ で述べ た ように
重な りに よる位 置の判 断は可能 で はあるが、マ リアと右
から 2つ めの柱 がマ リアの後 ろに位 置 してい るかの よ う
な印象 を受 ける。 それ と比 較 して天使 の足 の接地 点 は明
確に表現 され ているた め、 天使が最 前列 の柱 よ りも奥 に
位置 してい るこ とは容易 にわか る。 奥 に広 が る並木 は菓
の様 子 まで も措 きこまれ てお り、大気 透視 は明確 に判別
できない （図 4）。
⑥肌理の密度勾配
床 の模様 、柱 に刻 まれ てい る縦 の線 は奥 に布 くに従 い
密度 が高 くな っている。 これは⑤ の空間表現 に線状透 視
を使 っ て措 く とい う技 法 と深 く関係 が あ る 。
⑦光 と陰影
光 と陰影 を用 いて奥行 きを出 してい る。大 きく分 ける
と光 が当 たった 明るい部分 と光が 当た らない暗 い部分が
規則 正 し く繰 り返 され 、 奥 行 きが で る よ う に な っ て い る
ことに気づ く。前面 の明 るい ところ、そ の奥の柱 が並ぶ
空間は天井 の影 を想 定 して暗 く、アーチの付近 は明 る く、
木立 の部分 は暗 く、 最遠景 の空 は明る くとい うよ うに表
現されてい る。 また衣 の 陰、足 や顔 の陰、柱 の陰、 並木
道に落ちて いる線状 の木の影 な どか ら、太 陽の位置 を左
上に設定 してい る こ とも確 認 で きる （図 4）。 ただ画 面
を横 断す る中景 の アーチの ある 白い壁 の上 に措 か れた暗
い色面 が何 を描 いた もので あるのか を判断す る こ とは難
しい。だがそれは手前の小天使達を含む雲、柱、天使そ
して マ リア を 明 暗 の コ ン トラ ス トで 前 面 に浮 き立 たせ る
のに大 きな効果 を上 げてい る。
（ 図 4）
（ 彰不均斉性
マ リアや天使 のポ ーズは立体 感 を出 しやす いポー ズ と
なって いて、不均 斉性 を用 い てい る。 また説教壇 や その
上に置 いた本 は奥 行 きを表現す るの に有利 な側 面が見 え
るよ う に 配 置 さ れ て い る 。
●［作 品 4］ カ ラ ヴ ァ ッジオ ≪受胎 告 知 ≫ カ ンヴ ァス
油彩 、285×205cm、 1609－1610年 頃、 ナ ンシー美 術
館、 ナ ンシー （図 5）
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（ 図 5）
（ 彰像 の ボケ
ない。 ただ し天使 の方か ら背 中、腕 とマ リアの上 半身
の光 が 当たった部分 が極端 に明 る く目立 ってい るので像
のボケ に近 い印象 を受 ける。
（ 参道動視差
ない。
（ 彰大 き さ
これ は室内場面 を設定 して措 かれた受胎 告知 の絵 で あ
る。そ のため表現 され てい る空 間は屋外 を描 いた絵 画 と
比較 して格段 と狭 い。モ チー フは多 くな く、 中央 手前 の
マリ ア と天 使 は大 き く、 マ リ ア の 後 ろ に あ る椅 子 は マ リ
アの 体 の 大 き さ よ り も小 さ く措 か れ て い る。 さ ら に奥 に
あるベ ッ ドは、 マ リ ア を 規 準 とす る と更 に小 さ く表 現 さ
れて いる。
④相対 的位置 と重 な り
手前 の ものを下 に奥 の ものを上 に措 くとい う方法 を採
っている。重 な りを検 討す る と、マ リアの後 ろの椅子 と
垂れ下が る布 があ り、 更 に奥 に はベ ッ ドらしきものが配
置されて いる ことは容 易 に判 断で きる。 しか し椅子 と布
の重 な りが措 かれ てい ないため、椅子 が布 の手前 にあ る
のか、 同 じ位 置 にあ るの か、それ とも奥 の位 置 にあるの
かを決定す る こ とはで きない。次 は天使 に注 目してみ る。
雲の上 に重 な る ように天使 の衣 服 の裾が 措 かれ てお り、
雲の上 に しか も手前 に天使 が浮 かんで いる。天使 の右腕
の後 ろにゆ りの花 、そ の後 ろ に左 手、顔 は光 の当た り具
合か ら右腕 とゆ りの 間に位 置 してい るこ とが判 断で きる
が、 光 を無視 す る とゆ りの前か後 ろか決 め るこ とが難 し
くな る。 天使 とマ リアの位 置 関係 は、 マ リア と天使 の重
なりが見 られ ないので判 断で きない。
⑤線状透視 と大気透視
線状透視 は明確 にみ られ ない。た だ椅 子の縁 を頼 りに
線状 透視 を感 じる こ とがで きる。奥 にあ るベ ッ ドな どは
はっ きりと措 かれて いず 、闇 を表現す る黒色が増 す ため
大気 透視 を利用 して いる と考 え られ る。
（ む肌理の密度勾配
明確 に はみ られ ない。
（ 彰光 と陰影
「カ ラ ヴ ァ ッ ジ オ光 線 」 とい う言 葉 が あ る よ う に 強 烈
な光 に よ り主 題 が ドラマ テ ィ ッ ク に演 出 さ れ 、 天 使 とマ
リ ア の 緊 張 した 呼 吸 を 感 じ と る こ とが で きる 。 さ らに そ
の光 は奥行 きを表現 す るため に巧 みに用 い られて いる。
（ 軒不均斉性
天使 やマ リアの ポーズ、椅 子 の配置 に不均 斉性 がみ ら
れる。
●［作 品 5］ルーベ ンス ≪受胎 告知≫ カ ンヴ ァス 油彩 、
224×200cm、1609－1610年 頃、 美術史博 物館、 ウィー
ン （図 6）
（ 図 6）
①像のボケ
ない。
②運動視差
ない。
⑨大 きさ
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中心モ チー フであ るマ リア と天使 が画面 の前面 に大 き
く配 置 されてい る。 また その他 のモチー フ としては説教
壇、 ランプ、家具、 カー テ ン状 の布 、小天使 、鳩 な どが
あるが、場面 設定が カ ラヴ ァッジオの ≪受胎 告知≫ 同様
室内なので空 間が狭 く、 ヴュ ロネーゼの よ うに極端 な大
きさの変化 はみ られないが、 大 きさの変化 をつ け奥行 き
を表現 してい る。
④相対 的位置 と重 な り
重 な りを検 討す る と、最前列 にマ リア と天使、 その後
ろに説教 壇、 その後 ろ にラ ンプ、 その後 ろに家具が位 置
されてい る。 家具 と左 上 の角 に広が って いる赤い布 が措
かれ、その手前には小天使が飛んでいる。そして鳩が小
天使 の羽 に重 なってい る。従 って鳩 は小天使 よ りも前 に
位置 して いる可能性 も出 て くる。右 の小天使 の集 団に注
目す る と、 一番手前 と考 え られ る中央 の小 天使 に天使 ガ
ブリエル の衣 や翼 が重 なってい るこ とか ら、小 天使 の集
団よ りも前 に ガブ リエルが位 置 してい るこ とは確実 であ
る。 また 中央 上 に立 ち込 め る黒 い雲 の重 な り具合 か ら、
左の小 天使 か らなる集団 は右 の小天使 の集 団 よ り後 ろ に
位置 して いる。マ リア と天使 の位置 を検討 する と、相 対
的位 置か らほぼ手前 か ら等距離 に位 置 している と考 え ら
れ、 マ リアが説教壇 の前 に立 って いる ことは確 実 であ る
が、 天使 と説教 壇 の大 きな重 な りが ない ため位 置 関係 は
明確 でない。
（ 動線状透視 と大気透視
室 内 を場面 とした作 品で あるた め、 ヴュロネー ゼの よ
うに明確 な線状 透視 は用い られて いないが、 説教壇 の側
面の線が 1点に収束する。部分的ではあるが線状透視が
用い られ ている。大気 透視 に関 しては、奥 の もの ほ ど鮮
明さを欠 き、 黒の色彩 が濃 くな り溶 け るよ うに措か れて
いる。
（ ¢肌理の密度勾配
ない。
⑦光 と陰影
ヴ ュロネーゼ は一定 方向 か らの光 源 を設定 して作 品 を
描いてい たが、 ルーベ ンス は複 数 の光 源 を設 定 して この
作品 を措 いてい る。 マ リアは右 上手前 か ら光 を受 け、 天
使は左 上手前 か ら光 を受 けてい る。 マ リアの左 手 の後 ろ
にある ラ ンプか ら光 が放 たれてい るの は、 その矛盾 を解
消す る た め の もの か も知 れ な い 。 ま た マ リ ア に は さ ら に
中央上 の雲 か ら差 し込む光 があた ってい る とも考 え られ
る。左の小天使の集団は手前右上か ら、右の集団は左手
前下 か ら光 が 当たって いる。室 内だか らこそ人工 的 な光
の設 定 も可 能で あ り、自由 に効 果的 に光源 を決定で きる。
この ように複 雑 な光源が考 え られる本作 品で は、 奥行 き
を表 す光 の方向 は真 ん 中か ら周辺へ と広 が っている。
⑧不均斉性
マリア、天使、小天使、説教壇に不均斉性を用いてい
る。
作品の検討結果
①像のボケ、（多運動視差は ［作品 3］、［作品 4］、 ［作
品5］ いず れ に も用 い られてい ない。⑨大 きさに よる奥
行きの手が か りは ［作品 3］、 ［作 品 4］、 ［作 品 5］ いず
れに も用 い られ てい る。大 き さの変 化 の幅 は ［作 品 3］
では広いが、［作品 4］、 ［作品 5］では狭い。それは場
面設定の違いによる。［作品 3］ は屋外、［作品 4］、 ［作
品5］ は室 内 を措 いてい るか らであ る。④ 相対 的位 置 と
重な りにつ いて は、 3作 品 とも相対 的位 置関係 に よ り奥
行きを表現 して いる。 だが ［作 品 4］ では天使が 空中 に
浮かんで いるた め相 対的位 置の枠に 当 ては ま らない。 ま
た［作 品 3］、 ［作 品 4］、 ［作 品 5］ はいずれ も重 な りを
用い奥行 きを 出 して い るが、 ［作 品 4］、 ［作 品 5］ に は
重な りが 明確 で はない部分 があ る。
⑤線状透視 と大気透視については、 ［作品 3］は線状
透視 が空 間 を支配 してい る ことが わか る。 大気透視 の利
用は明確 では ない。一方 ［作 品 4］、 ［作 品 5］ ではモチ
ーフの 一部 か ら線 状透 視 の利用 は推 測 で きるが、 ［作 品
3］ と反対 に線状透 視 よ りも大気透 視 に よる奥行 き表現
の効 果 がみ られ る。（¢肌理 の密 度勾 配 に関 して は、 ［作
品3］ で は利 用 され てい るが、 ［作 品 4］、 ［作 品 5］ で
は用 い られてい ない。
（彰光 と陰影 につ いて は、 3作 品 とも光 と陰影 を巧 み に
用い奥 行 きを表現 してい る。
以 上の検討 結果 よ り、 ［作 品 3］、 ［作 品 4］、 ［作 品 5］
いず れ も、③ 大 きさ、④相対 的位置 と重 な り、⑤線 状透
視と大気透視、⑦光 と陰影、⑧不均斉性を用いて奥行 き
を出 してい る。 この ようにル ネサ ンス以 後 の時代 で は、
新しい技 法 を基礎 とした空 間表現 が継承 されて いる。 し
かし ［作 品 3］ ではそれ らに加 えて（釘肌理 の密度勾 配 を
用いて い るが ［作 品 4］、 ［作 品 5］ で は使用 されて い
ない。 また⑤ の線 状透 視 と大気 透視 に関 して も、 ［作 品
4］、 ［作 品 5］ は線状 透視 を積 極 的 には用 いて い ない。
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西洋近代絵画における空間表現の事例分析－『受胎告知』を例 として
バロ ックの作 品 ではそれ以 前 に高 度 に発達 した奥行 き表
現の技 法 を背景 に退かせ てで も、 主題 だけに光 を当て る
とい う心理 的遠近 法 を優先 させ る ようにな った。 その た
め⑥ 肌理 の密度勾 配 はあ ま り利用 され てい ない。 それ は
ルネ サ ンス か ら受 け 継 い だ イ リュ ー ジ ョ ン に よ る 空 間表
現を維持 したま まで、不 必要 な空間的情 報 を 「地」 の部
分に 隠 して い くた め だ っ た と考 え ら れ る だ ろ う。 ［作 品
4］、 ［作 品 5］ ともに舞 台が室 内 に移 され た ことが、 光
と陰影 の 人工 的 な利 用 を不 自然 で な くしてい る。 また
［作 品 4］ が スポ ッ トライ ト的 な一 点 の光源 で あ るの に
対して、［作品 5］では複数の光源が使 われて主要モチ
ーフ を際立 たせ る とい うよ うに、技 術 の進 展が み られ る。
これ に対 してマ ニエ リス ムの時代 にかか ってい るヴ ュロ
ネーゼ の作 品で は、前景 で演 じられてい る受胎告 知の場
面と並 んで、深 い奥 行 きのあ る幾何 学 的空間そ れ 自体が
強 く自 己 主 張 して い る よ う に も見 え る。
第5章 遠近法 と色彩
明 暗法が線遠 近法 と並 ん で統 一的空 間の イ リュー ジ ョ
ンを作 り上 げるた めに重要 であ り、 ルネサ ンス以 降複雑
に発 達 して いった とす れ ば、 それ は色彩 表現 とい う、絵
画の もう一つ の機能 と矛盾す る面 を持 っていた と考 え ら
れる。
色 に は情報 を伝 える とい う性質が あ る。例 えば対象 が
どの ような色 で あるのか、今 は朝 なのか、 昼 なのか、あ
るいは夜 なの を推測 で きる。 しか し色 の認 知的 な性 質 は
4
複雑で あ り、 時 には同一 の平 面表 現 の中で対 立 しあ う 。
その うち空間表現 に関 わる点 には、以下 の 3点 があ る。
・固有色
・前進、後退
・膨張、収縮
これ らはそれぞれ空 間表現 に とって必要 だが、そ れぞ
れが矛盾 す る面が ある。た とえば前進色 の 固有 色 を持 つ
モチー フ を遠 景 に描 くこ とは線 遠近 法 に従 ってい るが、
色彩 的 な遠近 感 と矛盾 す る ことになる。
また色彩 は空 間情 報以外 の多 くの意味 を伝 える。 それ
は色 彩 固有 の表現 と呼ぶ こ とが で きるだろ う。そ れに は
・質の表現
・感情の表現
・社会的な意味の表現
な どが あ る。 さ らに 個 々 の 色 だ け で な く、 さ ま ざ ま な色
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彩に よって彩 られた平面 に は、 その調和 、統一 に よって
美の感覚 を呼 び覚 ます とい う、重 要 な性 質が ある。
西洋、東 洋 を問わず、色 彩表現 はさま ざまな装 飾や建
築、彫刻 で も重視 され て きたが 、絵画 もまた それ を担 っ
てい る。 しか し近代 西洋 絵画 が 明暗法 を重 視 した ため、
それ らの絵画では色彩の表現が空間表現に従属する傾向
があ る こ とは否定 で きない 。 これ に対 して 19世紀 に な
ると、色 彩表現 の独 自の意義 が重視 されて い く。 この点
を ドニの絵 を挙 げ て検 討す る。
作品の検討
●［作 品 6］ モー リス・ ドニ ≪受胎 告 知 ≫ カ ン ヴ ァス
油彩、1913年、パ リ市立近代美術館、パリ（図 7）
（ 図 7）
①像のボケ
ない。
（ 参道動視差
ない。
⑨大 きさ
マ リア と天使 が いる建 物 の一室 は画 面 いっぱい に措 か
れ、別 の建物 は花壇 の奥 に小 さ く措 かれ てい る。 この よ
う に手 前 の もの は大 き く、 奥 の も の は 小 さ く表 現 され て
いる 。
④相対 的位 置 と重 な り
ベ ッ ド とマ リ ア 、 扉 と天 使 を み る と、 重 な り具 合 か ら
マリア と天使 が 手前 に位 置 してい る こ とは明 白であ る。
同様 に花壇 は扉の奥、右上の建物 は花壇の奥にある。マ
リア と天使 の立 ち位置 か ら画面 手前か ら同一 の位 置 に立
ってい る ことが わか る。右 下 の家 具 は天使の手 前、右端
の 壁 よ り手 前 に あ る こ と も重 な りを み れ ば 明 らか で あ る。
⑤線状透視 と大気透視
左 の窓の縁、窓の桟、床の縁、ベ ッドの緑は一点に収
束 してい る。線状 透視 を利用 して作 品は措か れてい る。
⑥肌理の密度勾配
ない。
（ む光 と陰影
い ままで検討 して きた 5点 の作 品 とは違い、色彩 の鮮
やか な作 品で ある。左 の壁 にある窓か ら差 し込 む光、 そ
して扉 の外 に広 がる庭 園の光 は明 るい黄色 で表現 され て
いる。マ リアと天使 の体 に も窓か らの光 が降 り注 いで お
り、天使 の翼の エ ッジには庭 園 か らの光 が うっす らと落
ちてい る。 光 と陰影 に使 われて いる色 は、 これ まで検討
して きた絵 画が色 の明暗 に よって光 と陰影 を表 してい た
の とは違 って、補色 関係 を意識 して措か れてい る。 た と
えば室内の陰影の部分は深い緑色で措かれ、差 し込む 日
光は黄色 で措 か れてい る。 さまざ まな色彩 の特色 を生か
し、色 自身 の強 さを用 い た魅力 あ る作 品 とな ってい る。
ただ色 彩 のグ ラデー シ ョンで はな く色 彩 その もの を利 用
してい るた め、奥 行 きに焦 点 を合 わせ て検討 した とき、
奥行 きの 「破綻 」が見 られ る。例 えば、庭 園の 白い花 は
天使 よ り も前 に あ る よ う に感 じ る。 また 庭 園 の 地 面 の 部
分は前 後 にかな り距離 があ る ように思われ るが、明 暗の
変化が あ ま りな く近 い色 で措 かれ てい るため奥行 きを感
じづ らい。
⑧不均斉性
マ リア、天使 、家具 、窓、ベ ッ ドな どは奥行 きを描 き
やす い ように斜 め に配 置 され てい る。
作品の検討結果
ドニは（彰大 きさ、④相対 的位 置 と重 な り、⑤線 状透視
と大気透視 、⑦光 と陰影 、⑧不均 斉性 とい う奥行 き表現
の技 法 を踏襲 してい るが 、⑦光 と陰影 の検 討 の ところで
記した ように、補色 な ど色彩 独 自の効果 を強調 し利用 し
てい る点 が ［作 品 1］～ ［作品 5］ とは違 っている。
ドニ の作 品 は基本 的 にはル ネサ ンス以後 の空 間表現 を
守りなが ら、色彩 表現 に独 自の価値 を認 め、そ れ を重視
して制作 されて いる。 その結果、色彩 は遠 近法 と対 立す
るよ う に な り、 平 面 的 な 画 面 が もた ら さ れ る こ とに な っ
た。色彩表現の重視 は、遠近法の崩壊 の一つの原因とな
った と考 え られ る 。
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第6章 結論
本稿では受胎告知を扱った作品を取 り上げて、近代西
洋絵 画 にお け る空 間表 現 の さま ざまな方 法 を検 討 した 。
その結 果、以 下の こ とが示唆 され た。
第 1に、ル ネサ ンス以後 の絵画 にお ける空 間描 写で は、
遠近法 と明暗法 だ けでな く、 ゴシ ック絵 画 に も見 られ る
空間表現の諸方法や肌理の密度勾配なども巧みに利用 さ
れ、総合 的 な空 間表現 となってい る。 第 2に、 ル ネサ ン
ス以 後 の絵 画 で は ミメ ー シス とイ リ ュ ー ジ ョ ンの 対 立 が
伺わ れ 、 バ ロ ック 時 代 の 明 暗 に よ る 「 ドラマ テ ィ ック な
表現 」 は これ に対 す る解 決策 とみ るこ とがで きる。第 3
に、体系 的 な空 間表現 の発 達 に よ り、近代 西洋絵 画 にお
ける色 彩 の扱 い は非常 に困難 にな った 。 それ は 19世紀
には遠近 法 の事 実 上 の破 綻 を引 き起 こ した と考 え られ
る。 以上 の諸点 は今 後 いっそ うの実例分析 によって立証
する必要 があ る。
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